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研究成果の概要（和文）：2年に及んだ研究の結果、レセプト情報を活用して医療者が用いる言語と実際の医療
行為の関係について考察を深め、電子母子健康手帳に関わる個人情報での懸念点についても、法的課題を中心に
最新の環境に関する調査を進めた上で議論を深め報告することができた。また、実際のシステム設計に向けては
グラフデータベースの活用可能性について検討した結果を報告できた。さらに、この成果に触れた民間企業か
ら、該当研究をさらに発展させ、「（仮称）妊娠・子育て情報プラットフォーム：最適な妊娠・子育てのため
に」として実用化するための共同研究の申し入れもあり、既に社会に研究成果が受入始められつつある。

研究成果の概要（英文）：We deeply discussed relation between clinical terms and actual clinical 
activities through analysis of receipt database. We also clarified privacy concerns on electronic 
maternal child health handbook mainly through deep analysis and discussion from legal perspective.
We designed actual working system based on graph database management system. The result initialized 
collaborative research with private company to realize the designed system as an information 
platform to support healthy pregnancy and child care.

研究分野： 医療情報学

キーワード： 周産期管理　電子母子健康手帳　スマートフォン　疾患管理手帳
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１．研究開始当初の背景 
日本を含む先進国では、社会全体の高齢化

とともに、慢性疾患や複数の疾患を罹患する
患者が増えているため、患者参加型の長期に
わたる疾患コントロールの必要性が高まっ
ていた。その一方で、医療提供者側の専門性
の深化もすすんでおり、複数の専門医の参加
が容易なシステムの必要性も高まっていた。 
また、患者もデジタルツールを通じて、自

身の健康管理を進めているケースが増えて
はいるが、医療機関受診者の大半を占める高
齢者での利用拡大には、まだまだ時間がかか
ることが想定されるうえに、医療者―患者間
での情報交換は口頭での問診が中心である
現状も、すぐには変わらないことが想定され
ていた。とはいうものの、スマートフォンな
どに慣れている妊産婦などでは民間提供の
サービスなどを通じた妊娠経過管理もすす
んでおり、将来の効率的で安全性の高い疾患
管理の芽も育ち始めてもいた。 
これらの先進的事例では、共通の課題もう

き彫りにされており、これらの課題の克服が
効率的で安全性の高い疾患管理の拡大には
重要であると考えられていた。 

 
２．研究の目的 
本研究では、対象を妊産婦に限定（法的に

全例で母子健康手帳を有している、スマート
フォン使用に抵抗が少なく、妊娠期間中だけ、
という特性がある）として、医療者―患者間
での用語のすり合わせ、データ交換、共有閲
覧性を向上させた、既存の電子母子健康手帳
の共通の課題（日本産婦人科学会第 86 回記
者懇談会  平成 27 年 4 月 8 日資料
http://www.jaog.or.jp/all/document/86_1504
08.pdf より）を解決する仕組みづくりと実
装を行うことを目的とした。 
また、これを通じて糖尿病や緑内障など、

法的拘束力がなく、高齢者を対象とし、生涯
を通じた疾患管理が必要な慢性疾患の、疾患
管理手帳の電子化を目指すための課題抽出
を並行して行うことも副次的な目的とした。 
 
３．研究の方法 
 既存の電子母子健康手帳の取り組みから
見えてきた共通の課題を整理し、本研究で実
際に解決する課題設定をより明確にし、妊産
婦と医療提供者の双方がメリットを享受で
き、周産期の総合的な安全性向上にも寄与す
る現実的な電子母子健康手帳システム構築
を行う。具体的には、スマートフォンを使用
した妊産婦による入力情報と医師・看護師が
診察時に入力する電子カルテ情報の統合を
行うために、用語の整理を踏まえたテンプレ
ートの設計を行う。 
また、診療時に発生する各種検査結果の取

り込みを行うために、既存の EHR システムに
欠ける部分を補足した上で、医療者向けと患
者向けの閲覧画面を設計・調整し、プロトタ
イプモデルを製作する。少数の妊産婦での実

証を経て、実用に向けた課題の解消と対象疾
患拡大のための課題の整理を行う。 
 
４．研究成果 
様々な仕組みの電子母子健康手帳の取り

組みから見えてきた共通の課題を解決し、妊
産婦と医療者の双方が安全な周産期管理と
作業負荷軽減というメリットを享受できる、
医療者-妊産婦共創型電子母子健康手帳シス
テム開発を継続した。 
平成 28 年度に既存の電子母子健康手帳の

取り組みから見えてきた共通の課題を整理
し、本研究で実際に解決する課題設定をより
明確にできたが、平成 29 年度には、前年度
に行った共通の課題の整理の中で不十分だ
った箇所の分析をすすめる一方で、実装に向
けた検討と開発をすすめた。具体的には、レ
セプト情報・特定健診等情報（いわゆる NDB）
の解析により、我が国における弛緩出血の実
情を把握し英文誌による報告（Sato M. et al. 
Nationwide survey of severe postpartum 
haemorrhage in Japan: an exploratory study 
using the national database of health 
insurance claims. J Matern Fetal Neonatal 
Med. 2018）を行った。  
また、診療時に発生する各種検査結果の取

り込みを行うために、西陣織を活用した心電
図モニターの有効性確認とデータ収集
（Kuroda T. et al. Evaluation of NISHIJIN 
e-textile for 12-lead ECG measurement 
through automatic ECG analyzer. 
Engineering in Medicine and Biology 
Society (EMBC), 1234-1237, 2017）を報告
した。さらに、既存の EHR システムに欠ける
部分を補足する機能として、EHR システムに
おける医師によるアクセス制限管理につい
ての考察（Morris K. el al. Authenticating 
Unknown Doctors for Access to EHRs Based 
on Societal Trust. Stud Health Technol 
Inform. 2017;245:1308.）もすすめ、EHR シ
ステムの有効性向上のために ISO13606 の導
入意義（小林慎治ら.「臨床概念モデルとタ
ーミノロジー(ISO13606/openEHR SNOMEDCT)」、
第 37 回医療情報学連合大会 2017）につい
ても検討できた。 
一方で、集積された電子カルテデータを活

用した腎機能変化推定（Hiragi S. el al. 
cetaminophen administration and the risk 
of acute kidney injury: a self-controlled 
case series study. Clin Epidemiol. 2018, 
Di Zhu.et al. Inflection-Point Detection 
Attempt Toward Glomerular Filtration Rate 
Analysis. In ： 2018 IEEE International 
Conference on Biomedical and Health 
Informatics (BHI'18)）等の実績も積めた。 
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